
異なる微地形 ･地盤における短周期微動アレイ観測を利用した
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1.はじめに

敏地形や蛍凝塊盤併慾は構悲観の地凍賓客に大きく嚇
与するや他姓構想を探登する亭B･としでは､ポーリング

儲兼､標聯茶人耗験､PS検凝､鞄蛋探査などがあるが､
どれも巌群的な間脳や掻曹･資金億の附鹿が相補されるB
微動アレイ綴鵜は､これらの糊鹿を回避し紅旗地盤購漆

の推定が可穂である｡本研究では､軟尋専地盤､脅迫地盤.

硬質櫓奴の3礎の異なる地盤においてSPAC漆による
祷動アレイ繊細を行い､ポ-リング資料 こよる埋没分散

曲親と比較し､凝なる徹地形･地盤における隷勅アレイ
観潮の有用也を検討する.

2.飯動アレイ観測

2-1.tA淵地点
ポーリングデータにより地盤構造が明雄になっている

横浜市高密度薮贋計ネットワークの後車計殻敬敏所 lSO
箇所の地点から､飽農のコントラストが明汝な地点､基
盤までの溌さ､敏郎届の厚さなどにより,救難､普通､
硬質他輩に分類し､各々2地点の合計6地点を観叔LJ地点
として讃産した｡観渦地点を盤1に示す｡

求1.微動アレイ観親機点

2-2.校淵 ･解析

厨1に示すように､執滞地点に三角形で構成されるア

レイを作り,血中の俄点に微動鮒を配渡して枚鈎する｡

泰研究では微動針の所持数の納滋によ9,小アレイと大
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アレイに分相､サンプリング周波数 】00Hzで2拘ずつ靭
定を行ったespAC法では常時微動の鉛荘成分を解解の
対故とするため.鉛混成分のみを耽溺したや叙馳したデ
ータについてSPAC法を用いて解析を行い,解析により
希られた位相速度分散曲巌を械親分散曲線と定義する｡

図1.アレイ起牡鹿(例 :羽沢小学校)

2-3.SPAC法(空間自己相関法)
位神速皮は複数点の空桝自己細網舶教から求めること
が出来る｡塗珊自己相的関数枝､各練糸畷湘データから
終られたパワースペクトルとクロススペクトルの累欽解

を用いて次の機に求めた｡
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ち(J',8):微動払録か84弛れろ確 執 .j威燭の押 ススペクhfレ

PilU,C):叢績点iq)微動蕊馳),ち得られるパワースペクトル

PR(I,e):牧鞘慮jの微動肋 ､ら得られか〈ワースペ外ル

この空洞自己相関的故は､2親御点間の拒綴rと周波
数Jを変数としており､どちらを横軸に股定してプロッ

トしても第1哉0次のベッセル関数と同じ形になること
が知られている｡

空間自己相関係数と第1線o次のベッセル関数から次
式が蒔かれる｡
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空間自己相関舶数
令.特定の周醸教 讐 望

数を2枚粥点間の綴縦とした脇

いて､(2)式を用いて位相速度
を終ることができる｡

3.理絵分散曲線の特性

地盤の寺井泣く層厚､密度､P波速度､S技溶度)から理
包めに鑑相速度分散曲巌を終ることが出来る｡これを理
態分散曲穀と定畿する.今回､様々なモデル地軽く色､
3､4潜モデル)を作成し灘鞄分取曲廃を井出し､その
特性を聯べた｡酪農､理飴分散曲解に大きな影響を持つ

変数は､1滞日の屑犀とS波速度(Ys)であることが明磯に
なった｡これ捻､地盤からある態皮紛い地銀までの地坪

と厚さに舶償 し､複数腰の地盤構造でも2腰構造と考え
ることで､容易に埋没分散曲魚を健定できる｡衣膚地盤

が発ちかいほど長周期側に､固いほど轍周期僻に曲級が

移動する｡2超モデルによる澄鞄分散曲親を鼠2に示す｡

図2L2層モデルによる甥鎗分散曲糸

4.観測分散曲線と理払分散曲線の比較 ･検討

各竣軸地点で､親軸捻盤より格られた解測分散曲毅と
ボーリングデータから各範泡地点の飽食構漁を忠英に搾

現して求めた理簸分散曲線のフィッティングを希った｡

ボーリングヂ-タを数 2､それによるS済竣度横慾を断
3､フィッティング銀盤を図4.5に示す｡
比較 ･横田の浩巣､軟弱塊炭においでは､新香岡小､

羽沢′トともに我蒋分散曲娘と理妹分歌曲親柱良く一致し

た｡

表2.枚淘地点のポーリングデータ
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普通地盤においてfi､山田小は戟胡分散曲親と理絵分
散曲弟がほぼ一致した｡しかし､稚額小では多少のずれ

が生じた｡このため.ボーリングデータの1眉目の Vs
を変化させて再叔軒を行った.その路盤 y.qを 80rB/Sか

らSOdsに設定し簸出した理鵜分散曲線と-致した｡
硬質地盤において､滞地点ともに品鹿渡での深さがか
なり蹄かゥたため､明液な救鞠分散性を稗ることができ

なかった｡これは､観池畔にアレイ半夜を小さくする､
サンプリング周波数を大きく設定する必饗が考えられる｡

5.まとめ

範減により得られた観潮分散曲毅と､ポーリングデー

タにより算出した理蜂分散曲凝結､煉質地金を除いて､
軟弱他姓､静適地盛のそれぞれでほぼ一致した｡このこ

とから､教赦アレイ捷査払は地盤沸返に適したアレイサ

イズを適訳することが必寮であり,より正磯なS波哲皮

構造を碓定するためには､多くのアレイサイズのj組合せ

が必潜である｡

掲3.ポーリングヂ一夕によるS波速度構造
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図4.軟弱他者における分散曲線の比紋
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潤5.替通地盤における分取曲巌の比較
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